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「温泉を利用した地域の活性化｣ 

亜細亜大学  准教授  久保田  美穂子  氏  

 

１．  観光マーケティングと温泉地 

 

 今、温泉地で皆さんが一番気になっていることは、観光でいうと外国人が沢山来ていて、いわゆるインバウンド

というものに対してどうしたらいいのかということだと思います。私自身も、こういう時代になる前から外国人の

ことをあまり意識せず、温泉地の活性化について長く研究や調査をしてきまして、今どうしたらいいか少し戸惑い

を感じております。 

 ですが、これについて結論的に申しますと、外国人とはいえ、温泉に対する気持ちや感覚は同じで、言葉が通じな

いことや習慣が違うことは、確かにとても緊張することではありますが、もう少しリラックスしてインバウンドを

考えてみてもいいのではないかと思います。また、この観光の業界で旅館の研究会のお手伝いをするうちに、日本

中の温泉地へ足を運ぶようになって 30 年が経過し、長く知っているからこそ頭が固くなってしまっていると思うこ

とがありますので、今皆様にこのような提案、このような考え方はいかがでしょうかというお話をさせていただき

ながら進めてまいりたいと思います。 

 

 なぜ、データを把握しなければならないかと言うと、それは新しい戦略を立てていくときには、顧客、観光であれ

ば旅行者のデータを踏まえた上で、自分のアイデアを出していくことが基本だからだと思っています。例えば、観

光マーケティングという言葉がありますが、マーケティングとは何かと調べてみますと、……(資料中段のとおり)と

書いてあります。私はこの中で一番大事だと思っているのは、創造、造るというところです。マーケティングという

と、とにかくお客さんにうまくものを売りつける、そのスキルや手法もありますが、単純にそういうことではなく

て、新しく何かを造

り出していくという

ことが必要な考え方

で基本にあるものだ

と思っています。こ

れからいくつか例を

みていただきますが、

そのことについて覚

えたり、何か深く考

えていくというより

は、新しく造り出す

手がかりとするため

に使っていただけた

らと思います。 

平成 30 年度 第 55 回 温 泉 講 習 会  

☆日時：平成 31 年 3月 1 日 (金) ☆場所：栃木県庁東館４階講堂 
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そもそも観光が国の政策の重心になってきていることは、今は当たり前のことですが、30 年前はこの観光の経済

効果のデータそのものがなかったのです。データを出そうという動きもなかったわけです。その中で観光に関する

調査は、わりと細々と行われていましたが、この 30 年の間に、私がおりました公益財団法人のような小さな調査機

関だけではなく、あらゆる民間のコンサルタント会社や企業がどんどん観光に関わるようになりました。こうした

動きはいろいろなアイデアが集まっていいと思います。このように内部観光消費 26.4 兆円という調査結果があり、

さらに波及効果でもっと大きな金額が観光から生み出されることがわかります。観光の話で皆さんが周辺の方を説

得するときに、こういったデータは効果的でよく使われています。 

 

観光がこれだけ注目されていますが、実は国内の旅行市場というのはなかなか伸びておりません。これは感覚的

にご存じのように、人口が減っていますから当然ということですが、それだけではなく、年間の宿泊回数や宿泊数

もずっと伸びておりません。これは私もこの業界に入って、皆さんもっと旅行をしたいという気持ちは強いのに、

どうして伸びないのかとずっと疑問に思ってきましたが、なかなか数字自体は変わらないものです。なんとかしよ

うとする動きは沢山ありますけど、実態として数はそんなに増えていません。このような中で、訪日旅行者数いわ

ゆるインバウンドといわれる数字はものすごい勢いで伸びています。2018 年には 3000 万人を超しました。皆さん

の中でも外国の方が日本中を動いていると実感されていると思いますが、2000 年頃は 500 万人もいなかったですか

ら、一気に伸びているのがグラフを見てわかります。国内市場が伸びない中で、ここに注目が集まってくるのは当

然ですね。 

 

参考までに、日本人の海外旅行者数を、業界ではインバウンドに対してアウトバウンドといいますが、その数字

はどうなっているかというと、2017 年が 1,789 万人、一番新しい結果では 1,895 万人です。海外旅行者の数が右肩

上がりで増えているかというとそういうものではなく、もう一定の上限に達しているというところもあります。ご

存じのように、同時多発テロなどの事件やリーマンショック、そして日本の大震災などもありましたから、日本人

の旅行のマインドや海外に行く気持ちというのは落ち着いてしまっていて、あまり伸びないということもあります。
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最近は若い人たちには、海外に行かなくなっている

現象も見られていて、二極化しています。私の時代は

海外に憧れて、絶対行きたいというものでしたが、と

ても行きたいという若者と、行きたくないという若

者にわかれているという感じがあります。 

 

このような中で、世界の動きに目を向けてみると、

今、日本に来る外国人旅行者は 3000 万人を超したと

ころで、順位が少しずつ上がっています。世界の人が

最も訪れる国の 1 位はフランスです。日本は、2015

年では全体の 16 位でしたが、2017 年は 12 位に上が

り、2018 年はまだ出ていませんが、少し上がっていると思います。12 位ではそれなりに結構なランクではないかと

いう見方もありますけれど、まだまだ世界からみると、観光立国としては決して上の方ではありません。当然、立地

というか、地続きかどうかという問題もありますの

で、単純に比較はできませんが、フランスは人口の

1.3 倍の人がフランスを訪れています。日本は 3000

万人、日本人の人口と比べてみると、まだまだ余地は

あるのではないかと数字のほうから見るとそんなこ

とがいえると思います。もちろんそれをどうするか

は、日本の国民、我々が決めていけばいいことです

が、単純に数字の比較をするとまだまだ余地がある

ということで政策としては力が入っているというこ

とです。 

さらに､世界全体の旅行者の数字を合計すると、伸

びておりまして、3.9％。世界中インターネットでい

ろいろな情報が繋がるようになりましたから、人の

動きも活発になっています。その中で、アジア太平洋

地域、日本を含むアジアは 8.4％ということで、世界

全体の動きの中でもさらにアジア太平洋地域に向か

って来る人というのは伸びています。つまり世界の

人の動きのなかでは、このアジア方面に注目が集ま

っていて、人が来ようとしている、そういう大きな流

れの中に日本もあります。さらに、アジア全体の中の

人たちも活発に動いていて、二重に注目すべきこと

ですが、そんな中でどんなことが起きるかというと、アジアの中で、例えばお隣の国と連携してプロモーションを

やっていこうとか、今までになかった観光への取り組みもやってみようという動きが起きています。 

  

では、日本に来ている人はどんな人かいうと、国別のものが 2017 年のものしか間に合わなかったので最新は若干

違っていると思いますが、日本に来ている約 3000 万の人の中で、４分の１は中国、４分の１が韓国、それから台湾、

香港、アジア近隣諸国の方で約 75％、他にヨーロッパ、アメリカ、オーストラリアから。もう一つ、人数をお金に

計算をし直したものがありまして、国内における旅行消費額、一番初めに 26 兆円というお話をしましたが、この数

年前の数字が約 22 兆円で 4 兆円くらい増えています。どこが増えているかというと、訪日外国人旅行のところで、

2.2 兆円から 4.4 兆円、この 3～4 年の間に 2 倍にもなっています。お客さんの数としても消費額としても増えたし、

実感としても増えました。ちなみに、自動車産業の日本から海外の輸出金額は 12 兆円ですから、それに対して外国
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人の旅行者の数字 4.4 兆円は、離れているようで実は金額としては 3 位くらいです。自動車産業に続いて化学製品

の輸出があり、それに続く大きさになっていることで、大きな金額にもなっています。だから、インバウンドを政策

としてもやっていくということがよくわかります。一方で、実は全体を支えているのは日本人の国内宿泊旅行だと

いうこともグラフからわかります。ここが最近忘れがちになっていくので、あえて両方の面からお話していますが、

やはり日本の温泉地のみならず、日本人の国内の旅行市場というものも、とても大きなボリュームがありますので、

こちらについても是非忘れないで、政策

も含めていろいろ取り組んでいかなけれ

ばなりません。インバウンド、外国人も

大切だけど、こっちも大切ということに

なるわけです。先ほど、日本の人口を思

い出していただきましたが、日本人が年

間に 2 回くらい宿泊旅行に出かけるとい

う調査がありますが、単純に人口にかけ

て計算すると、日本に来る外国人の 3000

万に該当するのが日本人の 3.2 億人とい

うことになります。こんなに大きな数の

人が国内の宿泊旅行で動くことができる

わけです。 

 

この国内旅行市場、とても大きな市場です。これをどういうふうに捉えるのかというと、国内旅行市場には一つ

の考え方がありまして、誰と一緒に旅行するのかということをとても大事にしています。私が以前の職場で長く調

査をやってきたものの一つで、例えば、「誰と行きますか。」、「一年間何回旅行しますか。」、「誰と行きましたか。」、

など旅行毎に分けて分析していくことをやっていました。20 代の人は家族と行くというよりはお友達と、家族をだ

んだん持つ年頃になっていくと、つまり 30 代、40 代になっていきますと、家族と一緒に旅行に行く人が多くて、

子供が手を離れて 50 代、60 代、70 代になっていくと家族旅行というよりは二人で旅行するという人が増えていく、

というように年代によって国内の旅行市場を分析して、だいたいどのくらいの大きさがあるのかをずっと調査して

いました。後ほどお話ししたいのは、一人旅というのが意外に多くて 17.4％、全体を 100 としたときに意外と多い

です。皆さんの実感としてどうでしょうか。10 年くらい前からこの調査をやっていて、10 年の間に 4～5％のとこ

ろから 15％くらいまで拡大していきました。ほかと比べると数字があまり大きくないので目立たなかったですが、

じわじわと大きくなっているのが一つの特徴です。これはもう温泉地としてどうしたらいいのでしょうかと、問わ

れてきていると考えています。皆さまもよくご存じのことと思いますが、出発日を比較調査いたしますと、平日の

お客さんと週末のお客さんが違

うということもよくわかります。

人口減少に伴って、市場自体は

依然伸びていない、でもその中

で、外国人 3000 万人、それから

家族旅行と夫婦二人旅行が非常

に大きな割合を占めていて、家

族旅行は夏休みや GW に集中し

ますので、平日の主要な人たち

も分類してまとめることができ

るわけです。ちなみに、友人旅行

とか一人旅は、バスなどの公共

交通機関利用が多いですね。 
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大きな観光の動きから国内市場へ移動しまして、ここから温泉の話を少し進めていきたいと思います。日本人の

観光旅行の調査を 2000 年からずっとやってきましたが、どんな旅行をしたいかというと常に温泉旅行が 1 位にな

ります。日本人にとって温泉旅行は大事な旅行ですね。続いて自然観光、グルメ、歴史云々となっていまして、近年

は、グルメが上がってきています。それから世界遺産が 7 番目くらいにあります。昔は回答の選択肢にも入れてい

ませんでしたし、人気もありませんでしたが、選択肢に入れてみると数字が上がっています。年によっていろいろ

変化がありますが、温泉だけは不動の 1 位です。温泉が日本人にとって大切だなって思う一つのエピソードとして、

2015 年、宇宙飛行士の油井さんが、もうすぐ日本に帰るという時に宇宙から日本に向けてインタビューを受けてい

る映像がありまして、前半は彼自身が宇宙で取り組んだ成果の話でしたが、最後に「日本に帰ったら何をやりたい

ですか。」と問われたときに、「帰って温泉に入ってご飯が食べたいです。」と答えたんです。私自身は仕事で関わ

って温泉にはまっていた訳ですが、宇宙に行った人もやはり温泉に入りたいと思っているんだなと、ほんとに感動

しました。それほどの場所なのですね、温泉地というところは。しかし、旅館の研究会などでお話を聞いている中

で、こんなにみんな温泉が大好きなのに、温泉地は必ずしも元気ではない、なんか苦労しているという話が 20 年く

らい前から出ていました。観光は変化していくものですので、旅行の形態など何かミスマッチなことが起きている

ということが言えます。数字で見てみますと、温泉地の数は増えています。その多くは日帰り温泉施設を伴ってい

て、日帰り温泉がすごく増えました。80 年代から比較すると、単純に 87 年と 15 年度を比較しても 3 倍近く、この

30 年くらいの間に温泉地の数が増えて、日帰り温泉の数が増えましたから、若い人たちは温泉で泊まることをイメ

ージせずに、日帰りして帰るものだ

という人種が現れているというこ

とです。長く旅館の皆さんとお付き

合いしていたのでとても衝撃でし

たが、明らかにそのような変化が起

きています。人気が高いのは間違い

ないし、とても大切な存在だけど、

日帰りで楽しむ温泉施設が増えて

います。それから、大型温泉地の商

店街さんにも何か元気がないこと

や、今まで経験したことのない国際

観光、インバウンドというものとど

う付き合うのか、そして昨今だと自

然災害の対応が非常に大切になっ

てきていることに加えて労力不足

も出てきて、本当に温泉地で取り組

まなければならないこと、考えてい

かなくてはいけないことというの

はすごくたくさんあります。観光地

としてまだまだ後進国といったら

言い過ぎですが、世界の観光立国に

比べると十分やりようもあります。

以上、観光の旅行、日本の旅行者、

温泉地、時々インバウンドの情報も

いれながらお話しさせていただき

ました。 
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２． これからの温泉地が注目すべきキーワード 

 

ここからは、温泉が注目すべきキーワードということで 4 つをあげさせていただいています。1、外国人の対応、

2、プロモーション、3、一人旅対応、4、まち歩きガイド。この 4 つは一つ一つ独立しているものではなく、それぞ

れが関係しています。さらに、これら全てに関わるのは、ストーリー、物語だと思います。まず、TBS 朝日系列の

テレビで放送された、日本の温泉地を訪れた外国人を取り上げた番組を紹介させていただきたいと思います。1 位は

秋田の乳頭温泉、2 位箱根、3 位草津、4 位飛騨高山、5 位登別。ランキングとともに雪景色がいい露天風呂の中に

外国人の方が普通に入っている姿や、日本の風景も映し出されていました。そして 8 位には鬼怒川が入っていまし

た。鬼怒川に来た人の満足ポイントって何だと思いますか？いろいろな国の方に聞いている場面では、日光東照宮

などの観光名所があることと、いちご狩りができるということをエピソードも添えながら紹介していました。これ

を見たときに、このランキングは日本人とあまり変わらない、でも、日本人向けなら、鬼怒川温泉で近くに日光があ

りいちご狩りができるという普通のことは、番組に仕立てられない、でも外国人はすごく喜んでいるし、これは何

だろうと考えながら見ていました。つまり、一つは結局同じでいいということをこの番組は教えてくれました。も

う一つ、このランキングを見ていて思い出したことがありまして、2000 年頃に JTB がものすごいサンプル数を集

めて調査したときのランキングの 1 位は草津、2 位は登別でした。それから、同時期に温泉マニアや温泉の研究者

を対象にしたランキングでは、1 位が乳頭温泉ということで、最新の外国人満足度ランキングとそんなに変わらない

ということも改めてわかりました。では、温泉の何が愛されているのか、何故宇宙から温泉に入りたいと思うのか

ということをもう一度考えてみますと、好きな温泉とその理由を選んでもらう日本人向けの調査結果から、1 位はお

湯が熱くて豊かという理由でお湯そのものが人気の秘密ということがわかります。3 位、5 位、8 位も、効き目、香

り、色ということで、やはりお湯なんだと思う一方、2 位が山の眺め、4 位が周辺の観光地、7 位温泉街の散策、9

位紅葉、と温泉そのものではありません。日本人にとっても温泉のここが好きといったときに、頭の中に広がるイ

メージが温泉そのものだけではなくて、周辺環境もあるということがよくわかる結果であります。それぞれの調査

結果はよく知っていましたが、外国人も同じだということに改めて気づかされました。つまり、もっと自信をもっ

て温泉と自然の良さを伝えていく必要があると思いました。 

外国人に次に日本に来た時にやってみたいことを国別に聞いた調査では、フランス、中国、韓国の方が温泉を 2 位

にあげていて、やはり日本の温泉に対して期待しているもの、気持ちは高いという結果が出ています。 

このような中で、環境省が新しいプロジェクトに乗り出しています。温泉は観光保護のほうが圧倒的に強かった

のですが、2015 年に温泉保護利用推進室という部署が新しくできまして、楽しいとか元気といった言葉を使って、

温泉地の観光に乗り出しました。より自然を活かして、インバウンドも意識しながら、新しく取り組んでいこうと

いう動きが起きています。それから、これも新しい動きで今までになかったことですが、昨年、別府で世界温泉地サ

ミットが開催されて、世界中の 15 カ国から温泉地の方が集まって会議をしました。世界の温泉地の人と一緒にテー

ブルに並んで何かを話すって、今までありそうでなかったんですよ。私は観光の担当で、フランスとイギリスの温

泉の方と一緒にテーブルに並び、始めは何を話せばいいのかと冷や汗をかきながらの会議でしたが、文化や制度な

どいろいろ違いはありますが、温泉というものがどれほど人を癒やしてきたかということについて、世界規模で共

感できることを感じました。今まではあまりなかったかもしれませんが、これからは国際的な行き来、外国人が来

てという受け身ではなく、皆さん自身が海外の温泉地にお客様として行ってみるということをぜひやっていただけ

たら新しい何かひらめきがあるのではないかと思います。 

 

いろいろ新しい動きというのは、温泉地や温泉関係者でも起こしています。プロモーションの話で言えば、先ほ

ど、ランキングのお話で 2 位にあがっておりました草津が人気になったきっかけの PR 動画が、テレビ番組や業界

のニュースでも取り上げられてすごい人気になりました。ドローンが空撮で全体のエリアがこういう場所にあると

いうところから迫っていって、言葉や文字は何もないものです。ずっと音楽と映像だけで、温泉の旅館や食事とい

う紹介ではなく、そこに住んでいる小学生たちが温泉の湯気が見えるような街をランドセルを背負って歩いている

とか、お祭りに参加しているとか、住んでいる人たちの日常を切り取りながら紹介をしていくというもので、学生
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にも見せましたらとても感動して、「言葉はあまりいらないと思いました。」と言っていました。外国人も同じだと

思います。 

 

それから、一人旅が増えていると先ほどもお話しましたが、多分受け入れる側の旅館さんからすると、一人で部

屋を使われると何をしているかよくわからないし、一人でじっと動かないお客様がいたら心配になりますよね。業

界としてはあまり積極的ではなかった時代をよく知っていますが、昨今、女性誌は年に 1 度くらいは温泉特集をや

っていて、2017 年、18 年は続けて温泉一人旅の特集が出ました。海外旅行も、女性の一人旅限定のヨーロッパ旅行

という商品が出てくるようになりました。今までは旅行会社も一人旅は対応が面倒だし、部屋代も高くなるという

ことで、あまり手を出さなかった分野でしたが、いろいろと取り込まれるようになってきていて、一人旅はなかな

かやり甲斐があると思いましたので、一人旅にとても力を入れている旅館をご紹介します。こういう流れの中だか

ら「一人旅も申し込みがあれば受けます。」というのは結構ありますが、これだとうまくいかないと思います。一人

旅が増えているから受け入れるのではないのです。「一人旅の方は大歓迎ですよ、むしろ一人旅を勧めています、気

ままにどうぞ。」と全面に出してやると、一人旅の人も心惹かれ、やりようによっては非常に面白くなるという事例

です。外国の方に関しても応用がきく話だと思いま

す。ここの旅館は、息子さんが中心になって、まず最

初にいろいろな価格帯とプランを作りました。内容

も、歯ブラシからモーニングコーヒーなどいろいろ

なものがついているリッチ系プラン。一方で素泊ま

りの何もない簡単なプラン、ワンドリンク付きなど

中間のプラン、他にもいろいろなプランを用意して

実験してみました。皆さんどこが一番売れたと思い

ますか。一番は素泊まりでした。やはり安くてシン

プルなのが一番ということで、一人旅プランとして

はよく売れたそうです。同時に逆のプラン、わりと

高くていろいろついているリッチなタイプも期待し

ていた以上に売れて意外だったそうです。ちなみに、

それは 35 才くらいの女性ということで、こういう人

たちに一人旅の需要があるということがわかります

ね。また、想像してなかった効果としては、リピート

率が高かったり、知り合いを連れてきたり、それか

ら、一人旅をする人は口コミを書く傾向が強いよう

です。お友達と一緒にいる時間というよりは、一人

でそこにいる時間を味わったり、それについて評価

を書いたり。一人旅の人たちが持っている力なので

しょうか。一番初めに言いましたけれど、いろいろ

調べて新しく作り出したいい例だと思います。 

 

温泉地で温泉地の良さをもっと伝えるために、そこに住んでいる人の目線で住民ガイドを育成して、街歩きの感

覚で温泉地を歩くということをやってみてはどうでしょうというのが最後の提案です。住民ガイドというと、たぶ

ん皆さんの中では城や観光施設をボランティアさんがガイドしてくれるイメージがあって、栃木県にもいっぱいあ

ると思いますが、私が提案するのは、温泉地の住民の方たちが温泉のまちの暮らしを案内するというものです。長

崎市が新しい観光の取り組みで、長崎さるくという、街歩きガイドを沢山作って街の中を案内するという仕組みを
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季節毎に作りました。これがとて

もうまくいって、そのパターンを

真似する形で大阪や那覇、弘前な

どでも取り入れられました。どん

なガイドかというと、観光ポイン

トも行きますが、決してそこの案

内だけに留まらず、ふだん観光客

が歩かない地元の方たちが行く商

店街へ連れていってくれて、地元

の方たちが買っているカステラ屋

さんで店主がカステラ作りの話を

してくれたり、昆布だけを専門に

しているお店でいろいろな種類の

昆布の話を聞いたり、買い食いを

したりしながら２時間くらい歩くというものです。観光プランとしてとても評価されています。猫を追いかけるコ

ースもあります。猫、ただの猫です。でも、長崎にいる猫はしっぽが曲がっている猫が多いそうですね。それを聞き

つけた人が猫探しに行こうということで街を歩く。つい最近には、猫雑貨のお店もできて、やはりしっぽが曲がっ

ているのですが、これはこのプログラムの中から誕生したお店だったり、商品だったりします。弘前には、路地裏探

偵団という、飲み屋街をちょっと怪しい探偵風の人と一緒に歩く街歩きがあります。これもとても面白いです。こ

のように、各地で住んでいる方たち

が日常的にどんな暮らしをしている

のかということを紹介するような街

歩きをやっています。最初に長崎の

例をお話しましたが、長崎がヒント

にしたのは実は別府温泉なんです。

温泉地から始まっているので、温泉

地でやってほしいなと思います。温

泉地で温泉地らしさを味わえる街歩

きはありそうで意外とありません。

既存の誰がやっても同じになるよう

なマニュアル的な観光案内ではなく

て、そのガイドさんの目線が入った、

生きている、暮らしている人たちが、このスタ

イルで温泉地を案内したら絶対面白くなるだ

ろうと私は考えているので、よろしければぜひ

こんなこともできたらいいのではないかなと

思っています。ただ、地元の人にどうやってこ

れを巻き込んでいって形作るのかと、言うのは

簡単ですが、そんなに簡単な、単純な、地図を

作って、ガイドさんに歴史を教えればできるか

というとそういうものではないと最近わかっ

てきました。皆さん自身も住んでいる人、皆さ

ん自身が住民です。これまで、取材をしたりま

とめたりした経験を踏まえて、温泉地をどうし
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たらいいかと最後に言いたいのは、

街歩きガイドさんを育てて物語、ス

トーリーを語ってもらうなど、温泉

地に暮らして生きていくというこ

とをもっと紹介する場面がこれか

らの温泉地にすごく必要なことで

はないかと思っています。 

有馬温泉では、2010 年頃、温泉の

成分で詰まってしまったパイプを

交換する体験ツアーがありました。

温泉の泉質とか、そこに関わる人た

ちの仕事ぶりとか、こうやって温泉

地で生きるんだなということがす

ごく実感できて、とても面白かったです。こういうふうに温泉の見えてない部分をもっと伝える、温泉に関わって

いる方にとっては当たり前のことでも、実は日本人、ましてや外国人には全く伝わってないことがあって、でもそ

こにすごく面白いストーリーがあるということです。鬼怒川の話に戻りますが、あの番組の中で驚いたのは、外国

人がみんないちごをおいしいって食べ

ている場面です。いちご作りは今や ITで

管理されていて、いかにおいしくするか

はこういう技術と人の感性が生かされ

ていると話していて、これはすごいなと

思いました。栃木、温泉、鬼怒川、いち

ご、とつなげるだけではこういう新しい

時代らしい物語はなかなか出てきませ

ん。登別では湯番頭さんがお湯の温度の

管理のやり方を紹介していて、どんなに

技術が進歩しても、最後は人間が確認す

るという話があり、すごくいいなとこれ

も思いました。 

 

これで最後になりますが、こんなふうに新し

い伝え方、ストーリーを意識した形で、SNS や

ガイドさんに語っていただく、あるいは都会か

ら一人旅で来た人たちに目立たないところで働

いている人たちがこんなにすごいということを

知って帰っていただくのはどうでしょう。ぜひ

温泉地の暮らしを、温泉地に生きるということ

を皆さんから観光客、外国人の方に伝えていた

だけたらいいなと思って私の話をまとめたいと

思います。最後の 1 枚は、「ガイドとは」という

ものをまとめたものです。やはり単純に解説す

るだけではなくて、旅行者とまちの暮らしをつなげてくれる人というものを作り出していただけたらと思います。 

 

ということで、これにて終わりにしたいと思います。ご清聴いただきましてありがとうございました。 
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講師プロフィール 

 久保田 美穂子 氏 

亜細亜大学 経営学部 ホスピタリティ・マネジメント学科 准教授 

1988 年東京外国語大学ドイツ語学科卒業。(公財)日本交通公社で旅行

市場の動向等分析業務に従事し、2017年からは亜細亜大学経営学部にて、

観光による地域振興等について研究を行っている。2016 年から(公財)中

央温泉研究所理事を務める他、経済産業省や観光庁の有識者会議委員、環

境省の「自然等の地域資源を活かした温泉地の活性化に関する有識者会議」

委員として「新・湯治」の推進に携わる。2018 年 5 月に大分県で開催さ

れた。「世界温泉地サミット」では観光分科会のコーディネーターを担当。

著書に『温泉地再生』など。 

栃木県保健福祉部薬務課薬務課 

TEL 028-623-3119 

FAX 028-623-3121 

栃木県温泉保護開発協会連合会 

TEL/FAX 028-622-6017 
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１ 理 事 会《出席者数：4 名》 

◎ 主な議事 

(1) 賛助会員の入退会について 

(2) 令和元年度通常評議員会に付議すべき事項について 

２ 通常評議員会《 出席者数：１2 名、委任状提出者：１３名 》 

  ◎ 主な議事 

(1) 平成 30 年度事業報告及び歳入歳出決算について（次頁１） 

(2) 令和元年度事業計画（案）及び歳入歳出予算（案）について（次頁２） 

 

各温泉協会 役職名 評  議  員  名 備  考 

日  光  市 会  長 特別評議員 大 嶋  一  生 日光市長 

日 光 地 区 

 普通評議員 宮 原    弘  

  普通評議員 大 類  隆  男   

  普通評議員 岸 野  孝  明   

栗 山 地 区 

  普通評議員 八木澤  昌  夫   

  普通評議員 手 塚    貢   

  普通評議員 伴    正  美   

藤 原 地 区 

  普通評議員 星         收   

  普通評議員 庄 田  哲  康   

  普通評議員 高 橋  克  典   

那 須 塩 原 市 副 会 長 特別評議員 渡  辺  美知太郎 那須塩原市長 

那 須 塩 原 市 

黒 磯 地 区 

監  事 普通評議員 荻  原   正  寿   

  普通評議員 加 藤  雅  之   

  普通評議員 室  井   孝  幸   

那 須 塩 原 市 

塩 原 地 区 

  普通評議員 君 島  則  夫   

  普通評議員 君 島  行  雄   

  普通評議員 君 島  久  雄   

馬     頭 

副 会 長 特別評議員 福 島  泰  夫 那珂川町長 

監  事 普通評議員 太 田  正  寛   

 普通評議員 古 内   テ ル 子   

  普通評議員 鈴 木  眞  也   

那  須  町 

 特別評議員 平 山  幸  宏 那須町長 

  普通評議員 阿久津    勉   

 普通評議員 稲 川  裕  之   

  普通評議員 片 桐  俊  輔   

任期：平成 30 年５月から 2 年間 

 

令和元年度栃木県温泉保護開発協会連合会理事会･通常評議員会 

                         日 時：令和元年５月２０日（月） 

場 所：ニューみくら３０５会議室 
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１． 平成 30 年度 歳入歳出決算 
 

           （単価 ： 円） 

歳   入 歳   出 

科  目 収入済額 備  考 科  目 収入済額 備  考 

会  費 2,112,500 
正会員 （７協会） 

賛助会員（44 会員） 
会 議 費 41,805 

理事会・評議員会 

開催経費 

適 正 利 用 

普及促進事業 
98,900 

掲示表売却代 

A2(11 部) 
事 務 費 1,187,448 職員費・事務局運営費 

広告料等収入 0   厚 生 費 844 労災保険料 

寄 付 金 0   慶 弔 費 0   

諸 収 入 13 預金利子 事 業 費 49,630 掲示表作成費等 

繰 越 金 1,286,939   温泉講習会費 342,548 
表彰記念品代・記念式典次

第、講習会テキスト印刷代･講

師謝金･吊看板等 

      

普及啓発費 496,044 
サイトコンテンツ 

保守点検・拡充費 

負 担 金 43,506 日本温泉協会会費等 

予 備 費 0   

計 3,498,352   計 2,161,825   

 

２． 令和元年度 歳入歳出予算 
 

          （単価 ： 円） 

歳   入 歳   出 

科  目 
本年度 

予算額 
備  考 科  目 

本年度 

予算額 
備  考 

会  費 2,110,000 
正会員 （７協会） 

賛助会員（42 会員） 
会 議 費 75,000 

理事会・評議員会 

開催経費 

適 正 利 用 

普及促進事業 
105,000 掲示表売却代 事 務 費 1,490,000 職員費・事務局運営費 

広告料等収入 0   厚 生 費 5,000 労災保険料等 

寄 付 金 0   慶 弔 費 50,000 慶弔費 

諸 収 入 473 預金利子 事 業 費 190,000 掲示表作成費等 

繰 越 金 1,336,527   温泉講習会費 475,000 温泉講習会開催経費 

      

普及啓発費 755,000 
サイトコンテンツ 

保守点検・拡充費 

負 担 金 70,000 日本温泉協会会費等 

予 備 費 445,000   

計 3,552,000   計 3,552,000   
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平成 30 年度 第 1 回  栃木県環境審議会 温泉部会 

 

平成 30 年度 第 2 回  栃木県環境審議会 温泉部会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 温泉法第３２条の規定に基づく知事の諮問を受け、温泉のゆう出を目的とする土地の掘削等の

許可申請について調査審議するため、平成 30 年１０月 24 日、平成 30 年度第 1 回栃木県環

境審議会温泉部会が開催されました。 

 諮問された案件について部会で慎重に審議された結果、特に支障がないと認められたため、許

可答申となりました。 

 

 温泉法第３２条の規定に基づく知事の諮問を受け、温泉のゆう出を目的とする土地の掘削等の

許可申請について調査審議するため、平成３１年２月２２日、平成３０年度第２回栃木県環境審

議会温泉部会が開催されました。 

 諮問された案件について部会で慎重に審議された結果、特に支障がないと認められたため、許

可答申となりました。 

 

日光市本町１５７３番８ 山澤新エネルギー株式会社 許可答申

申請地点 申請者 審議結果

掘　　削

申請地点 申請者 審議結果

動力装置
矢板市木幡字天神脇１６４１
番４

矢板市　齋藤　淳一郎 許可答申

掘　　削
鹿沼市上南摩町字沢口１９７
６番

鹿沼市長　佐藤　信 許可答申
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 温泉法第３２条の規定に基づく知事の諮問を受け、温泉のゆう出を目的とする土地の掘削等の

許可申請について調査審議するため、令和元年６月２４日、令和元年度第１回栃木県環境審議会

温泉部会が開催されました。 

 諮問された案件について部会で慎重に審議された結果、特に支障がないと認められたため、許

可答申となりました。 

 

令和元年度  第１回  栃木県環境審議会 温泉部会 

 

審議結果

許可答申動力装置

申請地点

日光市本町１５７３番８

申請者

ヒューリック株式会社

動力装置
那須塩原市唐杉字曽根林４１
番５

鈴木　邦廣 許可答申



第１５１号 栃 木 県 温 泉 保 護 開 発 協 会 報 令和元年１０月２５日 

 

１５ 

栃木県温泉保護開発協会連合会では、温泉法第１８条に基づく掲示表の作成･販売を行っております。 

ぜひ、ご利用いただきますようお願い申し上げます。 

      

 

 

                                  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掲 示 表 種 類 
会     員 非   会   員 

フレーム有り フレーム無し フレーム有り フレーム無し 

通 常 版 
(Ａ１) １２，０００円 ９，５００円 ２２，０００円 １８，０００円 

通 常 版 
（Ａ２） ８，０００円 ６，０００円 １６，０００円 １２，０００円 

成分に影響を 
与える事項のみ 

（Ａ４） 
３，０００円 １，０００円 ６，０００円 ２，０００円 

《お申込み･お問い合わせは事務局まで》 

温泉成分、禁忌症、適応症及び利用上の注意事項 掲示表について 

○温泉成分の定期的な分析（10 年ごと）と、その結果に基づく掲示内容の更新が義務付けられました。 

○栃木県温泉保護開発協会連合会会員の登録分析機関 

◇(一社)栃木県薬剤師会   宇都宮市緑５－１－５       ℡０２８－６５８－９８７7 

◇平成理研(株)        宇都宮市石井町２８５６―３   ℡０２８－６６０－１７００ 

◇(一財)栃木県環境技術協会  宇都宮市下岡本町２１４５－１３ ℡０２８－６７３－９０８０ 

 

【 料金 】 

 

☆送料別

☆ 

《通常版（Ａ２）見 本》 


